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髄膜炎菌の血清型別

• 夾膜多糖体がワクチンの抗原

• 防御効果は血清群特異的

↓
髄膜炎菌感染症対策には

分離株の血清群情報が不可欠

↓
髄膜炎菌感染症対策には

分離株の血清群情報が不可欠
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←近年髄膜炎ベルトで流行←近年髄膜炎ベルトで流行
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国内の髄膜炎菌感染症の疫学情報
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侵襲性髄膜炎菌感染症（髄膜炎菌性髄膜炎）
国内発生動向
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侵襲性髄膜炎菌感染症は一定程度の発生が継続
平成25年度からは髄膜炎に限定しないことされたため報告数は増加
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国内報告数中の髄膜炎菌血清群の内訳

1999～2004年 2005～2013年
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H25年度分離株の血清群解析株の一覧
感染地域.日本国内（都道府県名） 報告年月日 性別 診断時の年齢 血清群 遺伝子型

都道府県不明 20130411 男 78 不明 不明

埼玉県 20130412 女 54 不明 不明

東京都 20130426 男 19 Y 不明

沖縄県 20130428 女 65 B 10808
都道府県不明 20130514 男 32 Y 23

広島県 20130524 女 70 不明 不明

東京都 20130527 男 64 Y 不明

三重県 20130530 男 16 不明 不明

東京都 20130611 男 55 Y 不明

東京都 20130626 男 65 不明 不明

千葉県 20130722 女 93 不明 不明

神奈川県 20130724 男 32 Y 不明

大阪府 20130724 男 14 不明 不明

東京都 20130820 男 39 C 不明

東京都 20130902 男 52 Y 不明

都道府県不明 20130909 男 48 Y 不明

東京都 20131017 男 71 W-135 不明

宮崎県 20131026 男 83 Y 1655

東京都 20131210 男 35 C 不明

新潟県 20131212 男 56 Y 23

広島県 20131217 男 63 Y 23

千葉県 20131220 女 49 不明 不明

栃木県 20131229 女 89 Y 23

東京都 20140106 男 64 C 不明

20140109 男 27 不明 不明

神奈川県 20140117 男 48 不明 不明

茨城県 20140123 男 18 Y 1655

千葉県 20140207 男 43 Y 1655

大阪府 20140210 男 60 不明 不明

福岡県 20140214 女 68 不明 不明

石川県 20140225 男 20 C 11

都道府県不明 20140228 男 56 不明 不明

大阪府 20140303 男 67 不明 不明

都道府県不明 20140305 女 80 Y 1655

東京都 20140311 女 73 不明 不明

千葉県 20140318 男 52 C 不明

群馬県 20140324 女 54 Y 1655

山梨県 20140327 男 43 不明 不明
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髄膜炎菌ワクチン

1. 莢膜多糖体ワクチン（現在は使用されていない） 2. Conjugateワクチン（主流ワクチン）

3. 非莢膜多糖体ワクチン（B群ワクチン）

Drugs 74:15-30, 2014EUで2013年に認可

Infect. Drug Resist. 7:85-99, 20148



髄膜炎菌の分子疫学的解析手法
MLST (Multi Locus Sequence Typing)

4. 遺伝子型(Sequence Type)の決定 n  n  n  n  n  n  n    →   ST-n

1.  7つのhouse-keeping遺伝子をPCRで増幅

2. house-keeping遺伝子 の塩基配列を解読

abcZ adk aroE fumC gdh pdhC pgm
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データベース照合により国内外の株の発生動向と比較可能データベース照合により国内外の株の発生動向と比較可能 9



ST-23 complex
68 isolates

(30%)

ST-41/44 complex
50 isolates

(22%)ST-2046 complex
28 isolates

(12%)
ST-198 complex

15 isolates
(7%)

ST-32 complex
9 isolates

(4%)

Others
50 isolates

(22%)ST-254 complex
5 isolates

(2%)

ST-35 complex
2 isolates

(1%)

国内分離株（1974～2003）のMLST解析結果

の三種がモザイク状に存在している可能性が示唆された

国内分離株は 1. 海外由来株
2. 海外由来株の国内固有派生株
3. 国内固有株

Takahashi et al. J. Med. Microbil. 53:657-662, 2004
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海外の髄膜炎菌感染症の疫学情報
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世界における
髄膜炎菌性感染症の流行動向

世界における
髄膜炎菌性感染症の流行動向

500,000 cases / 50,000 death annually500,000 cases / 50,000 death annually 12



世界での流行血清群

Infect. Drug Resist. 7:85-99, 201413



発生率の非常に高い国々

Population Health Metrics
11:17, 2013.14



発生率のやや高い国々 発生率の低い国々

Population Health Metrics 11:17, 2013.15



まとめ
• 国内の髄膜炎菌性髄膜炎は50年程度前から比較すれば減少して

きているが、近年10年ほどは一定程度の発生が継続している。
• 平成25年度は、髄膜炎菌性髄膜炎に限定せず、侵襲性髄膜炎菌

感染症としての発生動向調査を開始しているため、報告数は増加し
年間38件であった。

• 国内分離株の血清群はB群及びY群が多い傾向が認められるが、約
半数の症例においては血清群が不明である。

• 国内分離株について、遺伝子解析を行うと、海外由来株、海外由
来株の国内固有発生株、国内固有株の３種がモザイク状に存在し
ている可能性が示唆された。

• 国際的には、アフリカの髄膜炎菌ベルトと呼ばれる地域等、髄膜炎菌
感染症が流行している地域もある。
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